
古原 忠 （ふるはら ただし） 
 

出生 ： １９６０年 大阪市生まれ   その他： 射手座，Ｂ型 

 

【専門】 金属組織学，鉄鋼材料学, 相変態論 

 

【研究テーマ】 

  ➢ 金属の相変態・析出の熱力学・速度論・結晶学 

➢ 鉄鋼およびチタン合金の加工熱処理による組織制御 

➢ 鉄鋼の表面硬化熱処理による高機能化 

➢ 金属材料の変形・再結晶および超塑性，形状記憶・超弾性 

 

【学歴】 

１９７９年３月 大阪教育大学教育学部附属高等学校天王寺校舎 卒業 

１９８３年３月 京都大学工学部 金属加工学科 卒業 

１９８５年３月 京都大学大学院 工学研究科修士課程 金属加工学専攻 修了 

特殊鋼学講座（講座担当：田村今男教授） 

１９８９年９月 カーネギーメロン大学大学院工学研究科博士課程 金属工学・材料科学専攻 修了   

（同１２月 Ph. D取得，指導教員：Hubert I. Aaronson教授） 

 

【職歴】 

１９８９年１０月 京都大学工学部金属加工学科助手 （材質制御学研究室： 牧正志 教授 主宰） 

１９９７年 ８月  同 大学院工学研究科材料工学専攻 助教授 

２００５年１０月 東北大学 金属材料研究所 教授   

金属組織制御学 （元：高純度金属材料学） 研究部門 

２００８年 ４月 東北大学 総長特任補佐（~２０１０年３月） 

２００８年 ４月 同 金属材料研究所附属大阪センター（現：産官学広域連携センター）教授（兼担）                                 

２００８年 ４月 大阪府立大学工学研究科 客員教授 

２００９年１１月 東北大学金属材料研究所 副所長 （~２０１４年３月） 

２０１０年 ４月 同 低炭素社会基盤材料融合研究センター長 （~２０１４年３月） 

２０１１年 ４月 大阪大学接合科学研究所 招聘教授 （~２０１２年３月） 

２０１１年 ４月 次世代スパコン戦略プロジェクト計算材料科学拠点 副拠点長（~２０１４年３月） 

２０１２年 ４月 京都大学 構造材料元素戦略研究拠点 拠点教員 

２０１４年 ４月 東北大学 産学連携先端材料研究開発センター副センター長（~２０１８年３月） 

２０１５年 ４月  同 金属材料研究所 附属新素材共同研究開発センター長（~２０１４年３月） 

２０１８年 ４月  同 副所長 （~２０２０年３月） 

２０１８年 ４月 東北大学 高等研究機構 世界トップレベル研究拠点（兼担）（~２０２２年３月） 

２０１９年 ５月 物質・材料研究機構 構造材料研究拠点 招聘研究員 （~２０２０年３月） 

２０２０年 ４月 東北大学 金属材料研究所 所長（~２０２３年３月） 

         現在に至る． 



【学会等主要活動歴】 

➢ 日本金属学会： 

・ 論文誌編集委員(1999-2013)，会報編集委員長(2013-2015) 

・ セミナー・シンポジウム委員長(2009-2011)，講演大会委員長(2014-2015)， 

・ 分科会第５分科委員長(2011-2013)，分科会委員長(2015-2016) 

・ 理事(2008-2010, 2011-2016, 2020-2021)，副会長(2013-2016) 

➢ 日本鉄鋼協会： 

・ 論文誌編集委員(1999-2003)，編集幹事(2013-2017) 

・ 講演大会協議会議長(2012-2014)，材料の組織と特性部会長（2016-2018） 

・ 国際鉄鋼科学シンポジウム企画WG主査（2012-2019） 

・ 評議員(2005-)，理事(2012-2014, 2016-2018)，副会長・学会部門長（2018-2020） 

   会長(2022-) 

➢ 日本熱処理技術協会 

・ 評議員(2009-)，理事(2018-) 

➢ The Minerals, Metals & Materials Society (USA) 

・ Phase Transformations Committee (Member : 2002-，Chairman：2006-2008) 

・ Steel Committee (Member: 2017-) 

➢ International Academic Journals 

・ Metallurgical and Materials Transactions A, Board of Review (2000 - 2016)  

・ Materials Science and Engineering A, Editorial Board (2007-2013) 

・ Acta Materialia / Scripta Materialia, Editor (2017-) 
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【受賞歴】 

１９９２年１０月 日本金属学会 奨励賞（組織部門） 

１９９５年１１月 日本鉄鋼協会 俵論文賞 

１９９５年１２月 日本金属学会 論文賞（物性部門） 

２０００年 ３月 日本鉄鋼協会 学術記念賞 「西山記念賞」 

２０００年 ５月 村上記念会 村上奨励賞 

２０００年１０月 日本金属学会 論文賞（力学特性部門） 

２００２年 ３月 日本金属学会 功績賞（組織部門）  

２００３年 ３月 日本鉄鋼協会 澤村論文賞 

２００５年 ６月  Institute of Materials, Minerals and Mining, Vanadium Award 

２００６年１０月 日本チタン協会 技術賞 

２００８年 ３月 日本鉄鋼協会 澤村論文賞 

２００９年 ９月 日本金属学会 論文賞（組織部門） 

２００９年１１月 日本ばね学会 技術賞 

２０１０年 ３月 日本金属学会 金属組織写真賞 優秀賞 

２０１４年 ３月 日本鉄鋼協会 澤村論文賞 

２０１５年 ３月 日本金属学会 谷川･ハリス賞 

２０１６年 ７月 Institute of Materials, Minerals and Mining, Vanadium Award 

２０１７年 ３月 日本鉄鋼協会 澤村論文賞 

２０１７年 ６月 日本熱処理技術協会 学術功績賞 ｢林 賞｣ 

２０１８年 ５月 日本熱処理技術協会 口絵写真賞  

２０１８年 ７月 THERMEC’2018 Distinguished Award  

２０２０年 ３月 日本鉄鋼協会 学術功績賞 

２０２０年 ６月 日本熱処理技術協会 学術論文賞 

２０２１年 ３月 日本金属学会 金属組織写真賞 奨励賞 

２０２２年 ７月 PTM2020 Hillert-Cahn Award 

２０２３年 ４月 科学技術分野の文部科学大臣表彰（研究部門） 



２０２３年 ９月 日本金属学会 村上記念賞 

【その他】 
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